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 東京工業大学 

工学部にて講演 
 

2006年 7月 5日、東京工業大学工学部の総合科目「現代科学―技術と安全」の授業の一環

として、日乗連 AA委員会、舘野委員長による講演が 1時間半に渡り行なわれました。これ

は同大学において現代社会における先端技術の安全問題について外部講師を招いて毎年行

なわれているもので、航空以外からは、原子力発電、遺伝子工学、化学プラント、薬品製造、

などの各分野における安全の専門家により講演が行なわれています。これらは正式な授業と

して扱われており履修した学生には単位が与えられます。 
 
航空のテーマは「航空事故調査の立場から見る社会と安全」で講演内容は以下の通りです。 

１）代表的な事故事例 

２）各国の事故調査制度 

３) パイロット組合による事故調査 

４）システム性事故とヒューマンファクター 

６）安全報告制度 

５）航空事故と犯罪捜査 
 
 今年は例年の講義内容に加えて、日乗連で取り組みを強化している「システム性事故」に

関する講義を新設し、その理解を広めました。受講した学生総数は 136名で、全ての学生か

ら感想が寄せられています。その中では、日本の事故調査制度の問題や、日本における犯罪

捜査に対する批判の声も聞かれ、今年から新たに加えた「システム性事故」に関しても「「事

故の最後の引き金を引いた人を処罰しても何の問題解決にならない」という言葉は飛行機事

故に限らずあらゆる場面に当てはまる重い言葉だった」という感想も述べられています。 
 
日乗連では今後も対外的な活動を積極的に行い、安全問題について広く社会に理解を求め

る活動を進めて行きます。 
 


